
号

令和 7 年 10 月 3 日

殿

学　長　　河　村　保　彦

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

５神経内科

徳島大学病院の業務に関する報告について

住所

内科 有

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

氏名

徳大院総第75

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人徳島大学

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和　　年度の業務に関して報告します。

〒770-8501　徳島県徳島市新蔵町２丁目２４番地

国立大学法人徳島大学

徳島大学病院

〒770-8503　徳島県徳島市蔵本町２丁目５０番地の１

電話（０８８）６３１－３１１１　　　　　　　

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

6血液内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

形成外科 病理診断科 リハビリテーション科 脳神経内科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

一般

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科

合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

外科 有

2消化器外科 ３乳腺外科

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

0 643 692

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

（単位：床）41 8 0



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

276 149 371.6 63 0

97 76 128.3 16 57

50 0 50 7 0

0 0 0 7 0

44 1 44.9 0 0

707 20 722.2 20 10

0 0 0 0 50

12 6 25.4 8 166

12 1 12.8 44 6

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 7 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

人

36

9

23

4

11

11

11

28

15

22

17

4

291

医療社会事業従事者

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

助産師

看護師 臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

救急科専門医産婦人科専門医

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

15

85

合計

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　西良　浩一　　） 任命年月日

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

リスクマネジメント委員会委員長

歯科等以外 歯科等 合計

１日当たり平均入院患者数 11507

1,511

入院　451.2剤、　　外来　32.3剤

436

518

1,947

139

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数



人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

11 床

㎡

㎡ 床

台

㎡

72 ㎡ （主な設備）

259 ㎡ （主な設備）

357 ㎡ （主な設備）

161 ㎡ （主な設備）

257 ㎡ （主な設備）

982 ㎡ 室数 室 人

75 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

1

63

自動免疫染色装置、SL医用写真撮影装置

解剖台、スケール付ストレッチャー

自動分注装置、生化学分析装置

微生物薬剤感受性分析装置、抗酸菌培養装置、細菌検査装置

マルチスライスCT、四肢用MRI、回診用X線装置

8,500蔵書数

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

必要歯科医師数

必要薬剤師数

24

18

324

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

無菌病室等
台数

225.5

28495

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

鉄筋コンクリート

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

630

病床数

算出
根拠

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 79.2 逆紹介率 68.7

鉄筋コンクリート

28

15,771

14,053

431

20,455

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

収容定員



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

徳島大学、徳島大学病院のホームページにて公表

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

柴谷　亮
柴谷法律事務所・弁護
士

法律に関する識見を有
するため

1

上田　伊佐子
徳島文理大学保健福祉
学部・教授

医療安全管理について
の知識を有し、医療等
の内容及び説明並びに
同意文書が一般的に理
解できる内容であるか
等、医療を受ける者の
立場から意見を述べる
ことができる者（学識経
験を有する者）

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

三宅　秀則
徳島市病院局・病院事
業管理者

医療に係る安全管理に
関する識見を有するた
め

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0

0人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

該当なし

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人

1人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

3

2人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法　膵臓がん（遠隔転移しておらず、かつ、腹
膜転移を伴うものに限る。）

アスピリン経口投与療法　家族性大腸腺腫症

反復経頭蓋磁気刺激療法　うつ病（急性期において当該療法が実施された患者に係るものであって、薬物療法に抵抗
性を有するものに限る。） 

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 16 76 バッド・キアリ症候群 2
2 筋萎縮性側索硬化症 120 77 特発性門脈圧亢進症 2
3 脊髄性筋萎縮症 1 78 原発性胆汁性肝硬変 31
4 原発性側索硬化症 1 79 原発性硬化性胆管炎 5
5 進行性核上性麻痺 63 80 自己免疫性肝炎 18
6 パーキンソン病 312 81 クローン病 110
7 大脳皮質基底核変性症 26 82 潰瘍性大腸炎 204
8 ハンチントン病 2 83 好酸球性消化管疾患 1
9 神経有棘赤血球症 1 84 全身型若年性特発性関節炎 6
10 シャルコー・マリー・トゥース病 12 85 非典型溶血性尿毒症症候群 1
11 重症筋無力症 165 86 先天性ミオパチー 2
12 多発性硬化症／視神経脊髄炎 112 87 筋ジストロフィー 20
13 慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー 63 88 脊髄空洞症 1
14 封入体筋炎 9 89 遺伝性ジストニア 1
15 クロウ・深瀬症候群 4 90 脳表ヘモジデリン沈着症 1
16 多系統萎縮症 53 91 神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん性白質脳症 1
17 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 91 92 前頭側頭葉変性症 9
18 ライソゾーム病 4 93 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1
19 副腎白質ジストロフィー 1 94 先天性無痛無汗症 1
20 ミトコンドリア病 1 95 アレキサンダー病 1
21 もやもや病 70 96 限局性皮質異形成 2
22 プリオン病 8 97 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1
23 進行性多巣性白質脳症 1 98 レノックス・ガストー症候群 3
24 HTLV-1関連脊髄症 6 99 早期ミオクロニー脳症 1
25 全身性アミロイドーシス 59 100 環状20番染色体症候群 1
26 遠位型ミオパチー 1 101 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1
27 神経線維腫症 31 102 レット症候群 1
28 天疱瘡 23 103 結節性硬化症 6
29 表皮水疱症 2 104 家族性良性慢性天疱瘡 1
30 膿疱性乾癬（汎発型） 20 105 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 23
31 スティーヴンス・ジョンソン症候群 7 106 特発性後天性全身性無汗症 5
32 高安動脈炎 15 107 弾性線維性仮性黄色腫 1
33 巨細胞性動脈炎 7 108 マルファン症候群／ロイス・ディーツ症候群 1
34 結節性多発動脈炎 8 109 ウィルソン病 1
35 顕微鏡的多発血管炎 39 110 クルーゾン症候群 1
36 多発血管炎性肉芽腫症 21 111 ウェルナー症候群 2
37 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 25 112 プラダｰ・ウィリ症候群 2
38 悪性関節リウマチ 5 113 単心室症 4
39 バージャー病 5 114 ファロー四徴症 4
40 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 115 両大血管右室起始症 2
41 全身性エリテマトーデス 239 116 エプスタイン病 1
42 皮膚筋炎／多発性筋炎 123 117 アルポート症候群 2
43 全身性強皮症 96 118 急速進行性糸球体腎炎 13
44 混合性結合組織病 46 119 抗糸球体基底膜腎炎 2
45 シェーグレン症候群 81 120 一次性ネフローゼ症候群 80
46 成人発症スチル病 12 121 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2
47 再発性多発軟骨炎 6 122 紫斑病性腎炎 5
48 ベーチェット病 49 123 間質性膀胱炎（ハンナ型） 8
49 特発性拡張型心筋症 64 124 オスラー病 8
50 肥大型心筋症 29 125 肺胞低換気症候群 1
51 再生不良性貧血 19 126 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 6
52 自己免疫性溶血性貧血 6 127 フェニルケトン尿症 2
53 特発性血小板減少性紫斑病 32 128 高チロシン血症3型 1
54 原発性免疫不全症候群 8 129 プロピオン酸血症 1
55 IgＡ 腎症 59 130 メチルマロン酸血症 2
56 多発性嚢胞腎 58 131 グルタル酸血症1型 1
57 黄色靱帯骨化症 55 132 ポルフィリン症 1
58 後縦靱帯骨化症 122 133 筋型糖原病 1
59 広範脊柱管狭窄症 11 134 家族性地中海熱 4
60 特発性大腿骨頭壊死症 48 135 強直性脊椎炎 6
61 下垂体性ADH分泌異常症 17 136 後天性赤芽球癆 1
62 下垂体性TSH分泌亢進症 1 137 自己免疫性出血病XIII 2
63 下垂体性PRL分泌亢進症 7 138 クロンカイト・カナダ症候群 2
64 クッシング病 9 139 胆道閉鎖症 2
65 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 22 140 ＩｇＧ４関連疾患 16
66 下垂体前葉機能低下症 70 141 若年発症型両側性感音難聴 1
67 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 2 142 遅発性内リンパ水腫 1
68 先天性副腎皮質酵素欠損症 2 143 好酸球性副鼻腔炎 61
69 サルコイドーシス 101 144 大理石骨病 3
70 特発性間質性肺炎 112 145 特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに限る。） 1
71 肺動脈性肺高血圧症 20 146 特発性多中心性キャッスルマン病 7
72 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1 147 ネフロン癆 1
73 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 17 148 ホモシスチン尿症 2
74 リンパ脈管筋腫症 2 149 線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群を含む。） 1
75 網膜色素変性症 12

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 149
合計患者数（人） 3,699

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

 ・地域歯科診療支援病院歯科初診料 ・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・歯科外来診療環境体制加算2 ・ハイリスク妊娠管理加算

・歯科外来診療医療安全対策加算２ ・ハイリスク分娩等管理加算

・歯科外来診療感染対策加算４ ・術後疼痛管理チーム加算

・歯科診療特別対応連携加算 ・病棟薬剤業務実施加算1

・特定機能病院入院基本料
一般病棟（7対1入院基本料）　精神病棟（10対1入院基本料）

・病棟薬剤業務実施加算2

・救急医療管理加算 ・データ提出加算

・超急性期脳卒中加算 ・入退院支援加算

・診療録管理体制加算1 ・認知症ケア加算 【加算2】

・医師事務作業補助体制加算2 ・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・急性期看護補助体制加算 ・精神疾患診療体制加算

・看護職員夜間配置加算 ・排尿自立支援加算

・療養環境加算 ・地域医療体制確保加算

・重症者等療養環境特別加算 ・地域歯科診療支援病院入院加算

・無菌治療室管理加算1 ・特定集中治療室管理料2

・無菌治療室管理加算2 ・ハイケアユニット入院医療管理料1

・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による場合） ・脳卒中ケアユニット入院医療管理料

・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合） ・新生児特定集中治療室管理料2

・緩和ケア診療加算
・総合周産期特定集中治療室管理料　　1 母体・胎児集中治療室
管理料

・小児緩和ケア診療加算 ・新生児治療回復室入院医療管理料

・精神科身体合併症管理加算 ・一類感染症患者入院医療管理料

・精神科リエゾンチーム加算 ・小児入院医療管理料2

・摂食障害入院医療管理加算 ・短期滞在手術等基本料１

・栄養サポートチーム加算 ・看護職員処遇改善評価料

・医療安全対策加算1

・感染対策向上加算1

・患者サポート体制充実加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・外来栄養食事指導料の注2に規定する基準 ・医療機器安全管理料（歯科）

・外来栄養食事指導料の注3に規定する基準 ・歯科治療時医療管理料

・心臓ペースメーカー指導管理料の注5に規定する遠隔モニタリン
グ加算

・在宅患者歯科治療時医療管理料

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

・がん患者指導管理料 ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・外来緩和ケア管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血
糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

・移植後患者指導管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない持続
血糖測定器を用いる場合）

・小児運動器疾患指導管理料 ・遺伝学的検査の注１に規定する施設基準

・婦人科特定疾患治療管理料 ・染色体検査の注2に規定する基準

・腎代替療法指導管理料 ・骨髄微小残存病変量測定

・一般不妊治療管理料 ・BRCA1／2遺伝子検査

・生殖補助医療管理料１ ・がんゲノムプロファイリング検査

・下肢創傷処置管理料 ・先天性代謝異常症検査

・外来放射線照射診療料 ・抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9）抗体

・外来腫瘍化学療法診療料１
・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特異性
同定検査）

・連携充実加算 ・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

・ニコチン依存症管理料
・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出(SARS-CoV-2核酸検出を含
まないもの）

・療養・就労両立支援指導料の注3に規定する相談支援加算 ・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液）

・がん治療連携計画策定料 ・検体検査管理加算（Ⅰ）

・外来排尿自立指導料 ・検体検査管理加算（Ⅳ）

・ハイリスク妊産婦連携指導料１ ・国際標準検査管理加算

・ハイリスク妊産婦連携指導料２ ・遺伝カウンセリング加算

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

・こころの連携指導料（Ⅱ） ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

・薬剤管理指導料 ・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

・医療機器安全管理料１ ・胎児心エコー法

・医療機器安全管理料２ ・ヘッドアップティルト試験

高度の医療の提供の実績
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

・人工膵臓検査、人工膵臓療法 ・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・長期継続頭蓋内脳波検査 ・外来化学療法加算1

・長期脳波ビデオ同時記録検査1 ・無菌製剤処理料

・単線維筋電図 ・心大血管疾患リハビリテーション料（Ｉ）

・脳波検査判断料1 ・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

・神経学的検査 ・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

・補聴器適合検査 ・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

・全視野精密網膜電図 ・がん患者リハビリテーション料

・ロービジョン検査判断料 ・歯科口腔リハビリテーション料２

・小児食物アレルギー負荷検査 ・経頭蓋磁気刺激療法

・内服・点滴誘発試験 ・通院・在宅精神療法の注８に規定する療養生活継続支援加算

・経頸静脈的肝生検 ・認知療法・認知行動療法1

・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 ・精神科作業療法

・経気管支凍結生検法 ・精神科ショート・ケア「小規模なもの」

・口腔細菌定量検査 ・精神科デイ・ケア「小規模なもの」

・有床義歯咀嚼機能検査1のイ
・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症治
療指導管理料に限る。）

・有床義歯咀嚼機能検査1のロ及び咀嚼能力検査 ・医療保護入院等診療料

・有床義歯咀嚼機能検査2のイ ・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

・有床義歯咀嚼機能検査2のロ及び咬合圧検査 ・多血小板血漿処置

・精密触覚機能検査 ・硬膜外自家血注入

・睡眠時歯科筋電図検査 ・エタノールの局所注入（甲状腺）

・画像診断管理加算1 ・エタノールの局所注入（副甲状腺）

・歯科画像診断管理加算1 ・人工腎臓

・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴイ
メージング剤を用いた場合を除く。）

・導入期加算3及び腎代替療法実績加算

・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴイ
メージング剤を用いた場合に限る。）

・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 ・下肢末梢動脈疾患指導管理加算

・冠動脈ＣＴ撮影加算
・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿病
性腎症に対するLDLアフェレシス療法

・心臓ＭＲＩ撮影加算 ・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法

高度の医療の提供の実績
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

・ストーマ合併症加算 ・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

・手術用顕微鏡加算 ・人工中耳植込術

・う蝕歯無痛的窩洞形成加算
・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、植
込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加算 ・耳管用補綴材挿入術

・光学印象
・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視
鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うものに限
る。）

・CAD／CAM冠及びCAD／CAMインレー ・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

・歯科技工加算1及び2
・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）（内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉頭悪性腫瘍手術
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・センチネルリンパ節加算⇒皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリン
パ節加算を算定する場合に限る。）

・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限る。） ・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に掲げ
る処理骨再建加算

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨形成
術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

・人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの）
・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲状
腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺腫
過形成手術

・後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの） ・内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

・椎間板内酵素注入療法 ・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

・腫瘍脊椎骨全摘術
・乳癌センチネルリンパ節加算1及びセンチネルリンパ節生検（併
用）

・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算
・乳癌センチネルリンパ節加算2及びセンチネルリンパ節生検（単
独）

・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 ・乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

・頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（7本以上の電極によ
る場合）に限る。）

・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）
・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術（便過
活動膀胱）

・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・角結膜悪性腫瘍切除手術 ・気管支バルブ留置術

・角膜移植術（内皮移植加算）
・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は1肺葉を超え
るものに限る。)（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるも
の））

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を用いる
場合）

・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶体再建術併用眼
内ドレーン挿入術）

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は1肺葉を超えるもので
内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法）） ・肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

・網膜再建術
・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

高度の医療の提供の実績
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十
二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻
閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）

・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用
支援機器を用いるもの））

・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） ・腹腔鏡下胃縮小術

・胸腔鏡下弁形成術 ・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

・胸腔鏡下弁置換術 ・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的大
動脈弁置換術）

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を
伴うものに限る。）

・経カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術） ・腹腔鏡下肝切除術

・経皮的僧帽弁クリップ術 ・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの） ・生体部分肝移植術

・不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの） ・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

・経皮的中隔心筋焼灼術 ・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込
型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及
び経静脈電極抜去術

・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の
場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静
脈電極の場合）

・内視鏡的小腸ポリープ切除術

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
・腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）及
び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの）

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）
・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・補助人工心臓 ・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

・経皮的下肢動脈形成術
・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） ・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・内視鏡的逆流防止粘膜切除術 ・同種死体腎移植術

・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの） ・生体腎移植術

・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用
支援機器を用いるもの））

・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）

・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

高度の医療の提供の実績
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・麻酔管理料（Ⅱ）

・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術及び陰
嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

・歯科麻酔管理料

・精巣温存手術 ・放射線治療専任加算

・精巣内精子採取術 ・外来放射線治療加算

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 ・高エネルギー放射線治療

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）

・一回線量増加加算

・腹腔鏡下仙骨膣固定術 ・強度変調放射線治療（IMRT）

・腹腔鏡下仙骨膣固定手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・画像誘導放射線治療（IGRT）

・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・体外照射呼吸性移動対策加算

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用
支援機器を用いる場合）

・定位放射線治療

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） ・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 ・保険医療機関間の連携による病理診断

・胎児胸腔・羊水腔シャント術
・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術中迅
速病理組織標本作製

・胎児輸血術及び臍帯穿刺 ・デジタル病理画像による病理診断

・体外式膜型人工肺管理料 ・病理診断管理加算2

・医科点数表第2章第10 部手術の通則の16 に掲げる手術
胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含
む。）

・悪性腫瘍病理組織標本加算

・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する手術（遺伝
性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

・口腔病理診断管理加算2

・輸血管理料Ⅰ ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・輸血適正使用加算 ・歯科矯正診断料

・同種クリオプレシピテート作製術
・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とするもの
に限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 ・看護職員処遇改善評価料(1～165）

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 ・外来・在宅ベースアップ評価料(Ⅰ)

・歯周組織再生誘導手術 ・歯科外来・在宅ベースアップ評価料(Ⅰ)

・手術時歯根面レーザー応用加算 ・入院ベースアップ評価料(1～165）

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・歯根端切除手術の注3

・レーザー機器加算

・麻酔管理料(Ⅰ)

高度の医療の提供の実績
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7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 13例

剖検率（％） 6.60%

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・該当なし 　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

15回

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

厚生労働省

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

性差にもとづく更年期障害の解明と両立支
援開発の研究 安井　敏之 産科婦人科 ¥10,000,000

アミロイドーシスに関する調査研究 三木　浩和 血液内科 ¥200,000

¥1,100,000

厚生労働省

血管新生阻害剤の有害事象として発症する
大動脈解離の分子機序解明 辻中　海斗 薬剤部 ¥470,000

免疫チューニング分子を基盤とした自己免
疫疾患の新たな病因論の確立と治療戦略

感覚機能と社会的繋がりに着目したフレイル
発症・進展モデルと口腔機能管理戦略の確
立

渡邉　恵 そしゃく科 ¥130,000

¥65,000 文部科学省

厚生労働省

高次脳機能障害の診療に係る実態把握と課
題の検討のための研究 髙木　康志 脳神経外科

文部科学省

厚生労働省

育成医療対象疾患の実態把握に関する研
究 渡邉　佳一郎

放射線療法の提供体制構築に資する研究 生島　仁史 放射線治療科

矯正歯科 ¥300,000 厚生労働省

¥300,000 厚生労働省

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関
する調査研究 原田　雅史 放射線診断科 ¥800,000

西岡　安彦 呼吸器・膠原病内科 ¥1,000,000

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関
する調査研究班 原田　雅史

厚生労働省

放射線診断科 ¥200,000 厚生労働省

運動失調症の医療水準、患者QOLの向上に
資する研究班 和泉　唯信 脳神経内科 ¥700,000 厚生労働省

びまん性肺疾患に関する調査研究

和泉　唯信 脳神経内科 ¥800,000 厚生労働省

神経変性疾患領域における難病の医療水準
の向上や患者のQOL向上に資する研究 和泉　唯信 脳神経内科 ¥550,000 厚生労働省

厚生労働省

痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療シス
テムの均てん化と診療データベースの活用
による医療向上を目指す研究

松香　芳三 かみあわせ補綴科 ¥500,000 厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

リアルワールドデータとゲノミクスの統合解析
を通じた免疫療法誘発心筋炎の発症予測 新村　貴博 総合臨床研究センター ¥130,000 文部科学省

数値流体力学的解析の導入による先天性気
管狭窄症の手術水準向上 上田　公子 小児歯科

小児から成人期発症遺伝性QT延長症候群
とその類縁疾患の突然死予防に関する研究 早渕　康信 地域小児科診療部 ¥100,000

小児科から成人の消化管過誤腫性腫瘍好
発症候群の医療水準とQOL向上のための研
究

岡本　耕一 消化器内科 ¥100,000

厚生労働省

厚生労働省

様々な状況での肝炎ウイルス感染予防・重
症化・再活性化予防の方策に資する研究 河野　豊 消化器内科 ¥400,000 厚生労働省

行動科学を基盤とした科学的根拠に基づく
臓器・組織移植啓発モデルの構築に関する
研究

島田　光生 消化器・移植外科

小児期発症の希少難治性肝胆膵疾患にお
ける医療水準並びに患者QOLの向上のため
の調査研究

島田　光生 消化器・移植外科 ¥300,000

もやもや病（ウイリス動脈輪閉塞症）における
難病医療体制の整備や患者のQOL向上に
資する研究

髙木　康志 脳神経外科 ¥500,000

¥250,000

神経免疫疾患領域における難病の医療水準
と患者のQOL向上に資する研究

文部科学省胎児エプスタイン病に対する胎児治療導入
に向けた全国調査 加地　剛 周産母子センター ¥65,000

石丸　直澄 ¥10,790,000
日本学術
振興会

SGLT-2阻害薬による大動脈解離発症予防
効果の検討 近藤　正輝 薬剤部 ¥470,000

日本学術
振興会

病理部

日本学術
振興会

（様式第3）
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デジタルサイエンスを応用した抗がん剤関連
性末梢神経障害治療薬の創出 相澤　風花

¥470,000

遺伝子改変モデルマウスを用いた免疫
チェックポイント阻害剤関連心筋炎の病態解
明研究

運天　拡人 薬剤部 ¥470,000
日本学術
振興会

日本学術
振興会

染色体不安定性に着目した大腸癌の抗癌剤
耐性機序の解析 高山　哲治 消化器内科 ¥3,900,000

日本学術
振興会

糖尿病性腎症進行抑制薬の開発を目的とし
たドラッグリポジショニング研究 石田　俊介 薬剤部

循環器内科 ¥4,160,000
日本学術
振興会

肺がん・中皮腫における新たな抗原提示細
胞の同定から革新的複合がん免疫療法への
展開

西岡　安彦 呼吸器・膠原病内科 ¥5,070,000
日本学術
振興会

遺伝子改変マウスと未固定遺体を用いた動
脈硬化の新規の病態解明と治療法の開発 佐田　政隆

消化器・移植外科 ¥5,070,000
日本学術
振興会

口腔顔面痛に対するBH4代謝経路活性と新
規治療法の基盤形成 松香　芳三 かみあわせ補綴科 ¥3,120,000

日本学術
振興会

オルガノイドを用いた脂肪由来幹細胞からの
超高機能肝細胞様細胞の確立 島田　光生

病理部 ¥3,380,000
日本学術
振興会

サルコペニアの診断と発症予防法の開発を
目指した基盤・応用研究 阪上　浩 栄養部 ¥4,160,000

日本学術
振興会

定量プロテオミクスが紐解く新規タンパク質
複合体によるHPV陽性癌の新たな病因論 常松　貴明

消化器内科 ¥6,370,000
日本学術
振興会

骨細胞保護によるがんの骨転移新規治療戦
略の開発 日浅　雅博 矯正歯科 ¥3,900,000

日本学術
振興会

Exosomeエンジニアリングによる膵癌とその微
小環境の改変を標的とする治療法の開発 佐藤　康史

歯科衛生室 ¥5,980,000
日本学術
振興会

デジタル技術を活用したミュージックスプリン
トの革新：木管楽器奏者の口腔問題対策 武川　大輔 むし歯科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

NALT樹状細胞標的型粘膜アジュバントの免
疫老化レジリエンス機序解明のための基盤
構築

片岡　宏介

薬剤部 ¥2,080,000
日本学術
振興会

抗VEGF療法の治療効果向上を目指した最
適な支持療法薬の解明 八木　健太 総合臨床研究センター ¥2,340,000

日本学術
振興会

呼吸器・膠原病内科 ¥1,430,000
日本学術
振興会

第5世代シークエンサーを用いた統合失調
症のDNAメチル化修飾異常の同定研究 沼田　周助 精神科神経科・心身症科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

ヘパラナーゼ制御によるhot tumor誘導と新
規がん複合免疫療法の創出 尾崎　領彦

精神科神経科・心身症科 ¥780,000
日本学術
振興会

質量分析イメージングによる薬剤性間質性
肺炎の病態解析および新規診断法の開発 佐藤　正大 呼吸器・膠原病内科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

アルツハイマー型認知症患者の脳磁化率と
脳血流の関連研究 中瀧　理仁

血液内科 ¥1,300,000
日本学術
振興会

肺微小環境内リゾリン脂質制御に基づく抗線
維化療法の開発 河野　弘 呼吸器・膠原病内科 ¥1,950,000

日本学術
振興会

ALアミロイドーシスにおける単球に着目した
疾患関連遺伝子と新規治療標的の探索 中村　信元

消化器・移植外科 ¥1,300,000
日本学術
振興会

薬剤耐性トリプルネガティブ乳癌に対する
miRNA-433-3p補充療法の可能性 笹　聡一郎 食道・乳腺甲状腺外科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

Gut-brain axisからみたMetabolic surgeryの
血糖抑制効果 柏原　秀也

消化器・移植外科 ¥1,690,000
日本学術
振興会

肺切除に用いる近赤外蛍光樹脂マイクロコイ
ルの研究開発 滝沢　宏光 呼吸器外科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

青色光の大腸癌と腫瘍微小環境への抗腫瘍
効果およびabscopal効果に関する研究 良元　俊昭

歯科麻酔科 ¥2,210,000
日本学術
振興会

関節面形状を再現したオーダーメイド人工膝
関節は健常膝関節動態を再現するか？ 和田　佳三 整形外科 ¥1,950,000

日本学術
振興会

歯周炎症と体血管障害へのプロバイオティク
ス及び麻酔薬の効果と細胞骨格制御の役割 川人　伸次

整形外科 ¥1,170,000
日本学術
振興会

LED光による転移性骨腫瘍の新規治療開発 西庄　俊彦
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膵癌の診断マーカーとなるexosome内の
miRNAモデルの開発 岡田　泰行

MATE型輸送体を標的とするシスプラチン誘
発腎障害予防戦略の開発

活動量計を用いた入院がん患者の転倒予測
因子の検証および予防プログラムの開発 佐藤　紀

消化器内科 ¥3,640,000

唾液中miRNAの探索による金属アレルギー
の病態解明と新たな検査法の確立 細木　眞紀

ロバストネス最適化を基盤とした天然物由来
アルカロイドを用いた歯周治療の開発 稲垣　裕司

鯨油由来の脂肪酸成分による免疫細胞誘導
療法を目指した眼炎症抑制療法の開発 柳井　亮二

花粉症に対する初期療法のインバースアゴ
ニスト作用の解明と投与法の最適化研究 北村　嘉章 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ¥1,950,000

日本学術
振興会

眼科 ¥1,820,000
日本学術
振興会

再生環境下での休眠状態・若返り間葉系幹
細胞の歯周組織再生療法と全身疾患への応
用

湯本　浩通 歯周病科 ¥2,210,000
日本学術
振興会

歯周病科 ¥1,170,000
日本学術
振興会

嚥下機能を向上させるための安全かつ簡便
で有効性の高い口蓋形成方法の確立 永尾　寛 そしゃく科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

かみあわせ補綴科 ¥1,690,000
日本学術
振興会

歯科用金属アレルギー発症機序におけるγ
δT細胞の役割 渡邉　恵 そしゃく科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

口腔外科 ¥2,860,000
日本学術
振興会

頸部リンパ節転移の超早期診断の挑戦-転
移可視化モデルの樹立と超音波診断法の構
築

高橋　章 口腔外科 ¥2,210,000
日本学術
振興会

ヒアルロン酸合成阻害剤による口腔癌のBcl2
発現増強を標的とした老化細胞除去療法 栗尾　奈愛

総合歯科診療部 ¥1,690,000
日本学術
振興会

がん抑制型microRNAの経皮投与による新規
治療法の開発 上杉　篤史 口腔外科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

腫瘍ウイルスの共感染は口腔癌のField
cancerizationに関与しているか？ 北村　直也

小児歯科 ¥3,380,000
日本学術
振興会

新しい歯科用排気システムの構築～効果的
なエアロゾル・微細粒子の飛散防止法の確
立～

水頭　英樹 歯科放射線科 ¥3,120,000
日本学術
振興会

ダウン症児のCBCTを用いた舌の形態と筋組
織ならびに呼吸からみた包括的新規解析 中川　弘

リハビリテーション部 ¥2,080,000
日本学術
振興会

パーキンソン病関連疾患における機能的脳
ネットワークマーカーの開発 藤田　浩司 脳神経内科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

体外衝撃波が離断性骨軟骨炎の修復を最も
促進させるプロトコールの確立 松浦　哲也

薬剤部 ¥1,560,000
日本学術
振興会

骨分化誘導を基盤とした骨肉腫の新規治療
開発 竹内　誠 整形外科 ¥2,860,000

日本学術
振興会

神田　将哉

日本学術
振興会

オルガノイドを用いた左右大腸癌の分子異
常解析に基づく新規治療薬の開発 影本　開三 消化器内科 ¥2,210,000

日本学術
振興会

LEDを使用した副甲状腺自家蛍光イメージ
ング機器の開発 三崎　万理子 食道・乳腺甲状腺外科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

全内視鏡下腰椎椎体間固定術の発展に向
けて 森本　雅俊 整形外科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

リハビリテーション部 ¥2,600,000

ナローバンドUVBの鼻腔内照射によるアレル
ギー性鼻炎の治療 神村　盛一郎 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

味覚刺激に着目した新たな認知機能トレー
ニングの開発と検証 岸本　卓大 総合歯科診療部 ¥1,560,000

日本学術
振興会

糖尿病関連歯周炎の歯周治療による糖尿病
改善効果を指背毛細血管を用いて可視化す
る

美原　智恵 総合歯科診療部 ¥130,000
日本学術
振興会

睡眠時低血糖とブラキシズムの関係 大倉　一夫 かみあわせ補綴科 ¥780,000
日本学術
振興会

microRNAを用いた金属アレルギーによる口
腔扁平苔癬の新規診断マーカーの確立 田島　登誉子 かみあわせ補綴科 ¥260,000

日本学術
振興会

高齢者の肺炎および口臭予防を目的とした
新規口腔環境改善手法の確立 福井　誠 歯科衛生室 ¥1,300,000

日本学術
振興会
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診療参加型臨床実習に必要とされる汎用的
能力の研究 赤池　雅史 循環器内科 ¥650,000

日本学術
振興会

Deep learningを用いた胸部Ｘ線画像におけ
る肺高血圧病態分類の取り組み 渡部　有紀奈 検査部 ¥650,000

日本学術
振興会

腫瘍内免疫療法を用いた新規複合がん免疫
療法の効果規定因子を同定する試み 荻野　広和 呼吸器・膠原病内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

フィトケミカル含有食品エゾウコギによる、新
しいNAFLD/NASH治療法の開発 河野　豊 消化器内科 ¥650,000

日本学術
振興会

軟部腫瘍のアミノ酸代謝解析とアミドプロトン
解析に着目したマルチ分子イメージング 新家　崇義 放射線診断科 ¥910,000

日本学術
振興会

放射線治療後の心筋障害に対する早期の
定量的評価法の確立と心不全の予知 音見　暢一 放射線診断科 ¥650,000

日本学術
振興会

鋸歯状ポリポーシス症候群の左側及び右側
大腸癌の分子生物学的差異の解析 岡本　耕一 消化器内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

非アルコール性脂肪肝炎における新規病態
制御因子の臨床的意義と分子機構の解明 粟飯原　賢一 内分泌・代謝内科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

腎NMN輸送体を介した遠位・近位尿細管連
関の解明 長谷川　一宏 腎臓内科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

RNA編集酵素ADARが司る骨髄腫の進展様
式と免疫逃避機構の解明 原田　武志 血液内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

脂肪幹細胞由来Schwann様細胞の骨盤内臓
神経再生促進効果に関する研究 徳永　卓哉 消化器・移植外科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

自己脂肪由来インスリン産生細胞自家移植
における抗原性発現と細胞運命の研究 池本　哲也 消化器・移植外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

NASHにおける肝転移抑制の機序解明に関
する研究 山田　眞一郎 消化器・移植外科 ¥1,950,000

日本学術
振興会

Nrf2を介したTAM-cancerクロストークによる
肝癌薬剤耐性機序の解明 高須　千絵 消化器・移植外科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

人工知能を用いた食道癌の気管・気管支浸
潤の診断ー診断基準の確立ー 藤原　聡史 食道・乳腺甲状腺外科 ¥780,000

日本学術
振興会

iPS細胞から誘導した気管支肺胞幹細胞～そ
の性格とオルガノイドを用いた肺再生研究 鳥羽　博明 呼吸器外科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

吸入麻酔薬のSirtを介した心筋保護作用に
対して高血糖状態が与える影響 角田　奈美 麻酔科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

脳動静脈奇形における血管内皮のKRAS変
異とPAD4活性化の関係 高木　康志 脳神経外科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

糖尿病網膜症の病因におけるCdk5/ERK回
路の役割 三田村　佳典 眼科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

乳酸菌由来細胞外小胞を用いた歯周病治
療戦略ーM1/M2マクロファージに着目し
てー

細川　育子 むし歯科 ¥1,170,000
日本学術
振興会

ポリフェノール内包キトサンナノカプセルを用
いた口腔バイオフィルム抑制技術の開発 尾崎　和美 むし歯科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

ワサビ含有成分を歯周炎治療に用いるため
の基礎的研究～抗炎症作用に着目して～ 細川　義隆 むし歯科 ¥780,000

日本学術
振興会

歯科用レジンセメントの通電剥離は万能か－
導電性の向上と維持－ 武川　恵美 高次歯科診療部 ¥1,040,000

日本学術
振興会

口腔顔面痛モデル動物の精油の嗅覚刺激
による痛み刺激の軽減と脳神経メカニズムの
解明

井上　美穂 かみあわせ補綴科 ¥1,040,000
日本学術
振興会

歯科再生医療の実現に向けた再生器官サイ
ズ・形態形成の分子メカニズムの解明と応用 大島　正充 かみあわせ補綴科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

免疫細胞フェノタイプによるシェーグレン症
候群の個別化医療の構築 青田　桂子 口腔内科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

口腔顔面痛の治療成績を向上する試み－照
明の照度・色調は治療成績に影響するの
か？－

桃田　幸弘 口腔内科 ¥780,000
日本学術
振興会

小児鼻腔通気障害に対する歯科的治療法
の開拓と治療効果の検討 北村　尚正 小児歯科 ¥780,000

日本学術
振興会
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オゾン水の歯科医療環境感染予防対策実用
化に向けた研究 渡辺　朱理 歯科衛生室 ¥1,300,000

日本学術
振興会

ゲーム障害児・者の脳血流動態に関する研
究－NIRSによる脳機能評価ー 森　健治 小児科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

OSA患者のいびきの周波数解析から発生メ
カニズム解明と新たな口腔内装置開発の試
み

安陪　晋 総合歯科診療部 ¥390,000
日本学術
振興会

腹水濾過濃縮再静注法の発熱機序の解明と
発熱予防法の確立 岡久　稔也 消化器内科 ¥520,000

日本学術
振興会

リアルワールドデータを活用した薬剤性腎障
害に対する新規予防戦略の開発 合田　光寛 薬剤部 ¥1,820,000

日本学術
振興会

がん由来エクソソームによる筋細胞内代謝制
御の解明とがん悪液質の克服 布川　朋也 泌尿器科 ¥1,820,000

日本学術
振興会

腫瘍内線維細胞における時計遺伝子の機能
解析と新規複合がん免疫療法開発への応用 三橋　惇志 呼吸器・膠原病内科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

パーキンソン病におけるα-シヌクレイン凝集
機序の解明と新規治療への応用 森野　豊之 ゲノム医療センター ¥1,170,000

日本学術
振興会

ジストニア新規遺伝子機能の解明 宮本　亮介 脳神経内科 ¥1,430,000
日本学術
振興会

レディオミクス画像解析に基づく新たな放射
線治療戦略構築に資する研究 生島　仁史 放射線治療科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

フォンタン循環症例の肺血管病変における
血管外膜およびvasa vasorumの影響と治療
応用

早渕　康信 地域小児科診療部 ¥1,170,000
日本学術
振興会

IL-33経路に着目した慢性肺疾患治療開発
のための基盤研究 須賀　健一 地域小児科診療部 ¥1,300,000

日本学術
振興会

3歳児検尿における慢性腎臓病と先天性腎
尿路奇形の新規バイオマーカーの開発 漆原　真樹 小児科 ¥1,690,000

日本学術
振興会

組織透明化技術で明視化した皮弁内血管
網構造の三次元的解析と皮弁灌流領域の解
明

安倍　吉郎 形成外科・美容外科 ¥780,000
日本学術
振興会

超小型THzチップを用いた高次メカノセンシ
ングコンポジットレジン修復法の創出 保坂　啓一 むし歯科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

AIを用いた切除可能膵癌に対する化学療法
最適化を予測するためのmiRNAモデルの開
発

宮本　弘志 消化器内科 ¥1,430,000
日本学術
振興会

多元的フェロトーシス治療に基づく慢性腎臓
病治療戦略の開発 田蒔　昌憲 腎臓内科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

脂肪由来幹細胞ADSCから誘導した肝細胞
様細胞HLCの免疫原性獲得に関する研究 齋藤　裕 消化器・移植外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

腫瘍微小環境におけるexosomal micro
RNA-Nrf2 addictionの機序解明と治療法の
確立

森根　裕二 消化器・移植外科 ¥1,820,000
日本学術
振興会

免疫チェックポイント阻害薬治療時おける
hyperprogressinのメカニズムの解明 吉川　幸造 消化器・移植外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

iPS細胞から誘導した気管支肺胞幹細胞を用
いたがん幹細胞研究 河北　直也 呼吸器外科 ¥650,000

日本学術
振興会

脳血管障害に影響を及ぼす特定歯周病菌
の同定とその制御法の検討 兼松　康久 脳神経外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

ふたつの異なるモデルによるジストニア発症
機序と治療ターゲットの解明 森垣　龍馬 脳神経外科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

患者由来癌組織を用いたRCC Precision
Medicine Project 高橋　正幸 泌尿器科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

Mutant p53 - DDX31 axisから紐解くCancer
Immunology Research 大豆本　圭 泌尿器科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

高齢前庭障害患者の転倒を予防する抗重力
筋強化を融合した個別化平衡訓練法の開発 佐藤　豪 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

ストレッチ刺激を契機としたTRPV2陽性ケロイ
ド由来線維芽細胞のシグナル伝達の解明 峯田　一秀 形成外科・美容外科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

ヒト脳機能に着目した新規口腔機能訓練法
の開発とその効果検証 後藤　崇晴 そしゃく科 ¥1,170,000

日本学術
振興会
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ドパミントランスポーターイメージングの病理
学的基盤の解明 松原　知康 脳神経内科 ¥1,638,000

日本学術
振興会

呼吸機能の％FEV1と％PEFから求める嚥下
機能の客観的評価法の確立と検査機器の開
発

松山　美和 歯科衛生室 ¥520,000
日本学術
振興会

マクロファージ局所制御機構を有する炭酸ア
パタイトの開発と骨再生機能低下の克服 福田　直志 口腔外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

歯周病が惹起する全身炎症性疾患の機序
解明と酸化ストレス制御による予防法確立 高石　和美 歯科麻酔科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

骨補填材兼GBR用スペーサー機能をもつ炭
酸アパタイト／魚コラーゲンシートの開発 工藤　景子 口腔外科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

小児OSAの歯科的治療は漏斗胸を改善する
か？－流体力学的研究－ 岩﨑　智憲 小児歯科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

間葉系幹細胞の骨芽細胞分化におけるメカ
ノセンサー、メカノトランスダクションの解明 赤澤　友基 小児歯科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

歯の発生を利用したin vivo分子機能アノ
テーション構築 泰江　章博 矯正歯科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

行動変容を導く保健関連因子の探索と国際
的視点での口腔保健アウトカムへの介入効
果

日野出　大輔 歯科衛生室 ¥1,170,000
日本学術
振興会

免疫難病における自己抗体産生機構の解明
と多角的臨床応用 石丸　直澄 病理部 ¥3,250,000

日本学術
振興会

非伝搬性のハイブリッド光を用いた環境や人
にやさしい殺菌システム 高橋　章 栄養部 ¥3,250,000

日本学術
振興会

エビデンスを備えた口腔ケアの新展開-フゾ
バクテリウムが及ぼす口腔癌病態への影響- 藤原　奈津美 歯科衛生室 ¥1,170,000

日本学術
振興会

血管内皮細胞障害に着目した新生児急性
呼吸窮迫症候群の病態解明と治療法の開発 鈴江　真史 小児科 ¥910,000

日本学術
振興会

医原性横隔膜損傷の関連因子の解明と予防
法の開発 板垣　大雅 ER・災害医療診療部 ¥130,000

日本学術
振興会

滑走運動経路と咀嚼運動経路の差に基づく
CAD/CAM冠咬合面形態の臨床的検討 大川　敏永 総合歯科診療部 ¥520,000

日本学術
振興会

大規模医療情報を用いた薬剤性心筋炎治
療薬の探索および有効性の検証 新村　貴博 総合臨床研究センター ¥910,000

日本学術
振興会

CT撮影における各臓器の医療被曝量の測
定と被曝量低減効果の検討 山下　一太 整形外科 ¥520,000

日本学術
振興会

脳内微量出血模倣モデルにおける認知症関
連蛋白発現機序の解明と制御 原　慶次郎 脳神経外科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

VEGF産生と抗炎症効果を期待した根尖性
歯周炎治療に対するCAPEの発展的研究 蔵本　瞳 むし歯科 ¥1,170,000

日本学術
振興会

ポリウレタン・スポンジを気孔形成材とした炭
酸アパタイト多孔体の開発と骨再生医療 秋田　和也 口腔外科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

軟部肉腫薬物療法患者におけるePROモニ
タリングシステムの開発 土岐　俊一 整形外科 ¥780,000

日本学術
振興会

高いpH感受性を持つGd造影剤開発のため
の基本的検討 松元　友暉 放射線診断科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

家族性大腸腺腫症の十二指腸腺腫に対す
るConnectivity Map解析に基づいた予防薬
の開発

中村　文香 消化器内科 ¥1,820,000
日本学術
振興会

DNase IIが血管の炎症と動脈硬化に与える
影響の検討 原　知也 循環器内科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

消化器癌における化学療法耐性機序解明に
関する研究 和田　佑馬 消化器・移植外科 ¥2,340,000

日本学術
振興会

食道癌に対するPD-1阻害薬とケモカイン治
療併用による抗腫瘍効果増強に関する研究 後藤　正和 食道・乳腺甲状腺外科 ¥2,470,000

日本学術
振興会

miRNAを用いた食道癌個別化治療の可能性 井上　聖也 食道・乳腺甲状腺外科 ¥1,950,000
日本学術
振興会

未固定遺体を用いた股関節面および大腿骨
頭前後面における応力分布の動的評価 玉置　康晃 整形外科 ¥1,300,000

日本学術
振興会
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口腔内細菌叢・内臓脂肪解析による新しい
観点からのバレット食道進展メカニズムの解
明

曽我部　正弘 消化器内科

A-253 胸部腫瘍および肺線維症制御に向け
たfibrocyte特異抗体の開発 西岡　安彦 呼吸器・膠原病内科 ¥2,200,000

日本医療研
究開発機構

日本医療研
究開発機構

日本医療研
究開発機構

SOD1変異ALSに対する遺伝子編集治療法
の開発 和泉　唯信 脳神経内科 ¥2,600,000

日本医療研
究開発機構

ビフィズス菌を利用した経口がんワクチンによ
る進行性尿路上皮癌を対象とした医師主導
治験

古川　順也 泌尿器科 ¥1,300,000

慢性めまいの層別化治療と治療装置開発に
関する研究 佐藤　豪 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ¥260,000

認知症疾患・パーキンソン病関連疾患の“脳
構造ネットワーク”による診断法の開発 藤田　浩司 脳神経内科 ¥2,200,000

日本医療研
究開発機構

3次元回転浮遊培養分化誘導法による新規
肝細胞様細胞の研究開発 島田　光生 消化器・移植外科 ¥2,750,000

日本医療研
究開発機構

筋萎縮性側索硬化症に対する治療薬の臨
床評価ガイドライン作成に関する研究 和泉　唯信 脳神経内科 ¥4,994,600

日本医療研
究開発機構

病的バリアントを有する遺伝性認知症を対象
としたコホート構築による病態解明、バイオ
マーカー開発、治験促進

和泉　唯信 脳神経内科 ¥1,950,000
日本医療研
究開発機構

¥7,800,000
日本医療研
究開発機構

生殖補助医療における出生児の長期予後と
新規医療技術の影響に関する研究 岩佐　武 産科婦人科 ¥11,651,912

日本医療研
究開発機構

¥1,560,000
日本学術
振興会

未診断疾患イニシアチブ（Initiative on Rare
and Undiagnosed Diseases(IRUD)）: 希少・未
診断疾患に対する診断プログラム基盤の開
発と患者還元を推進する研究

和泉　唯信 脳神経内科

ELK1を標的とした骨破壊抑制を併せ持つ新
規抗腫瘍療法の開発 清水　宗 矯正歯科 ¥2,340,000

日本学術
振興会

加齢性歯槽骨吸収における骨細胞の役割の
解明 天眞　寛文 矯正歯科 ¥1,040,000

日本学術
振興会

インプラント周囲炎の病態形成におけるS100
蛋白とCandidalysinの影響に関する研究 西川　泰史 口腔インプラントセンター ¥650,000

日本学術
振興会

筋痛モデルラットによる咀嚼筋痛受容機構解
明ならびに治療法開発の基盤形成 生田目　大介 かみあわせ補綴科 ¥1,560,000

日本学術
振興会

シェーグレン症候群におけるFam20Cおよび
オステオポンチンの役割の解明と治療への
応用

浪花　耕平 口腔内科 ¥910,000
日本学術
振興会

骨破壊性悪性腫瘍の転移病変形成における
DPP4の役割の解明 谷本　幸多朗 矯正歯科 ¥2,470,000

日本学術
振興会

矯正用アライナーの計装化による矯正力と歯
の移動量の定量評価 佐藤　博子 矯正歯科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

シスプラチン誘発腎障害の原因にアプロー
チする新たな予防戦略の開発 神田　将哉 薬剤部 ¥1,430,000

日本学術
振興会

唾液腺間葉系細胞が口腔乾燥症にもたらす
影響の探索 福場　真美 口腔内科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

新規癌骨病変形成因子NEO1の分子機序の
解明とバイオマーカーとしての診断法の開発 中上　絵美子 矯正歯科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

歯周病細菌由来外膜小胞の歯周病における
役割および病態解明 植村　勇太 歯周病科 ¥1,430,000

日本学術
振興会

肺慢性GVHDにおける局所炎症環境の包括
的理解に基づく層別化医療の開発 松岡　賢市 血液内科 ¥2,889,604

日本学術
振興会

共食い口腔がん細胞による新たな腫瘍免疫
逃避機構の同定 常松　貴明 病理部 ¥3,250,000

日本学術
振興会

骨細胞が関与する骨痛メカニズムの解明 日浅　雅博 矯正歯科 ¥2,730,000
日本学術
振興会

ACE2阻害薬およびERK経路阻害薬による
慢性腎炎進展抑制効果の検証 永井　隆 小児科 ¥919,197

日本学術
振興会

腫瘍関連線維芽細胞の脂質代謝に着目した
腫瘍免疫制御のメカニズムの解明 石川　大地 消化器・移植外科 ¥1,300,000

日本学術
振興会

Hyperprogressive disease(HPD)における腫
瘍関連マクロファージの意義の解明 宮崎　克己 消化器・移植外科 ¥1,170,000

日本学術
振興会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委
(注) 1

2

3 　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は
委託元を記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申
請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記
入すること。

２型糖尿病の発症予防を目指すヘルスケア
サービスの適正評価確立のための研究 松久　宗英 糖尿病対策センター ¥1,950,000

日本医療研
究開発機構

自己脂肪組織より精製した脂肪由来幹細胞
から製造したinsulin producing cell自家移植
による次世代の1 型糖尿病治療法確立に対
する医師主導治験

池本　哲也 安全管理部 ¥84,500,000
日本医療研
究開発機構

骨組成骨セメントの創製 宮本　洋二 口腔外科 ¥3,900,000
日本医療研
究開発機構

統合失調症の早期診断のエビデンスの創出 沼田　周助 精神科神経科 ¥1,950,000
日本医療研
究開発機構

βヒドロキシ酪酸(BHB)薬事承認 沼田　周助 精神科神経科 ¥1,300,000
日本医療研
究開発機構

女性ホルモンの影響による更年期以降の疾
病の予防・治療に資するライフコース研究 安井　敏之 産科婦人科 ¥260,000

日本医療研
究開発機構

アルツハイマー病疾患修飾薬全国臨床レジ
ストリの構築と解析 和泉　唯信 脳神経内科 ¥1,300,000

日本医療研
究開発機構

精神科診療ガイドラインの講習資料の作成と
改訂 沼田　周助 精神科神経科 ¥390,000

日本医療研
究開発機構

家族性大腸腺腫症の重症化リスク低減手法
の実用化を目指した臨床介入検証 髙山　哲治 消化器内科 ¥1,499,999

日本医療研
究開発機構

自殺ポリジェニックリスクスコアを用いた精神
疾患患者の自殺リスク予測に関する研究開
発

沼田　周助 精神科神経科 ¥260,000
日本医療研
究開発機構

性分化疾患・性成熟疾患の治療成績向上に
向けたエビデンス創出 岩佐　武 産科婦人科 ¥1,040,000

日本医療研
究開発機構

先天性リポイド副腎過形成症の診療ガイドラ
イン作成に向けた患者レジストリ構築とリアル
ワールドエビデンス創出研究

岩佐　武 産科婦人科 ¥650,000
日本医療研
究開発機構

肝癌における治療抵抗性メカニズムに関す
る研究 島田　光生 消化器・移植外科 ¥910,000

日本医療研
究開発機構

高齢者難治性骨髄疾患を担う神経ネットワー
クの探索と機能解析に基づく臨床応用のた
めの技術基盤の創出

原田　武志 血液内科 ¥7,800,000
日本医療研
究開発機構

近位筋優位遺伝性運動感覚ニューロパチー
に対する遺伝子治療開発に向けた非臨床試
験

和泉　唯信 脳神経内科 ¥1,300,000
日本医療研
究開発機構

トライアルレディコホート構築に向けた近位筋
優位遺伝性運動感覚ニューロパチー
(HMSN-P)のレジストリ研究

和泉　唯信 脳神経内科 ¥1,300,000
日本医療研
究開発機構

遺伝子治療時代のALS治験即応型レジストリ
整備とサロゲートマーカーの探索 和泉　唯信 脳神経内科 ¥1,040,000

日本医療研
究開発機構

レジストリ連携による神経変性疾患iPS細胞コ
ホートの構築と整備 和泉　唯信 脳神経内科 ¥5,200,000

日本医療研
究開発機構

日本医療研
究開発機構

表情から認知症を判別するアプリの開発研
究 和泉　唯信 脳神経内科 ¥3,250,000

日本医療研
究開発機構

プリオン病国際医師主導治験獲得のための
プリオン病早期診断基準の作成と非侵襲性
診断法の開発

藤田　浩司 脳神経内科 ¥650,000

Fibrocyteによる「がんの鎧」免疫排除克服へ
の挑戦 三橋　惇志 呼吸器・膠原病内科 ¥7,593,300

科学技術振
興機構
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3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

1.委員会規則（組織、申請手続き、審議、有害事象、実施状況報告、終了報告など会議等委員 

会運営に必要な事項）、2.生命科学・医学系研究実施に係る標準業務について、3.生命科学・ 

医学系研究に関連する重篤な有害事象対応について、4.研究者主導臨床研究でのモニタリング 

又は監査の受入れについて、5.他の研究機関への既存試料・情報提供について 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

利益相反管理規程（管理の概要、手続き及び方法、勧告及び監査） 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年１２回 

(注）前年度の実績を記載すること。 
 
(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年４回 

 ・研修の主な内容 

外部のｅ－ラーニング（CREDITS）で年１回の受講を必須としている。別途、臨床研究の倫理 

に関する話題も含めたセミナーについては、今後も年１～２回、またはそれ以上実施すること 

とし、令和６年度は２回実施している。 

別途、各科のクリニカルリサーチマネージャーを対象とした会議を不定期に実施しており、 

令和６年度は倫理に関する情報共有を１回実施している。 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

（医師） 

希望する診療領域に応じて卒後３～６年を目処に基本領域の専門医を取得した後、高度先進医

療・先端医療を担うべくサブスペシャルティ領域の専門医取得を目指す。また、本人の希望によ

り、並行して社会人大学院に在籍して医学博士号の取得や、臨床技術研鑽及び研究のための他施

設（国内外）での研修も可能である。 

 

（歯科医師） 

希望する診療領域に応じて専門医、認定医を取得し、多様化する全身疾患に対応し得るよう、

より高度で専門的な歯科治療に関する知識・技術等を身につけ、医療人として高い倫理観をもち

、有能かつ誠実で信頼される歯科医師の養成を目指す。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         １６９人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

和泉唯信 内科 教授 ３０年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

佐田政隆 内科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

西岡安彦 内科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

高山哲治 内科 教授 ３９年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

野 修 内科 教授 ３５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

松岡賢市 内科 教授 ２６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

佐田政隆 循環器内科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

和泉唯信 脳神経内科 教授 ３０年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

高山哲治 消化器内科  教授 ３９年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

野 修 腎臓内科 教授 ３５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

遠藤逸朗 内分泌・代謝内科 教授 ３３年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

松岡賢市 血液内科 教授 ２６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

西岡安彦 呼吸器・膠原病内科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

秦 広樹 外科 教授 ２８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

森根裕二 外科 准教授 ２８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

滝沢宏光 外科 教授 ２９年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

森根裕二 消化器・移植外科 准教授 ２８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

滝沢宏光 呼吸器外科 教授 ２９年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

後藤正和 食道・乳腺甲状腺外科 講師 ２１年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

石橋広樹 小児外科 病院教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

秦 広樹 心臓血管外科 教授 ２８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

古川順也 泌尿器科 教授 ２５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

西良浩一 整形外科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

髙木康志 脳神経外科 教授 ３２年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

久保宜明 皮膚科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 



三田村佳典 眼科 教授 ３８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

北村嘉章 耳鼻咽喉科・頭頸

部外科 

教授 ２６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

原田雅史 放射線科 教授 ３９年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

岩佐 武 産科婦人科 教授 ２３年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

沼田周助 精神科神経科 教授 ２４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

漆原真樹 小児科 教授 ３０年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

田中克哉 麻酔科 教授 ３５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

橋本一郎 形成外科・美容外

科 

教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

大藤 純 救急集中治療科 教授 ２８年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

上原久典 病理診断科 教授 ３５年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

八木秀介 総合診療部 特任教授 ２７年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

松浦哲也 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 教授 ３２年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

松香芳三 歯科 教授 ３７年 診療科長 

田中栄二 矯正歯科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

岩﨑智憲 小児歯科 教授 ３５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

栗尾奈愛 歯科口腔外科 教授 ２２年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

北村直也 総合歯科診療部 教授 ２７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

保坂啓一 むし歯科 教授 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

湯本浩通 歯周病科 教授 ３３年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

青田桂子 口腔内科 病院教授 ２８年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

渡邉 恵 そしゃく科 教授 ２５年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

松香芳三 かみあわせ補綴科 教授 ３７年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

前田直樹 歯科放射線科 講師 ３６年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

川人伸次 歯科麻酔科 教授 ３４年 診療科長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

友竹偉則 口腔ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄｾﾝﾀｰ 病院教授 ３２年 診療部長・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容  

 ・研修の期間・実施回数  

 ・研修の参加人数   

１）看護師特定行為研修（指定研修機関） 

・研修の主な内容：特定行為研修を行う場合に必要とされる実践的な理解力、思考力及び判断力

並びに高度かつ専門的な知識及び技能を有する特定看護師を育成するために、共通して学ぶ「共

通科目」と特定行為区分ごとに学ぶ「区分別科目」に分かれて、講義、演習、実習を行う。 
 

 ・研修期間：令和６年４月～令和７年３月 

 ・研修の参加人数：１名が８行為の研修を修了 

術中麻酔管理領域パッケージ（８行為）１名 
 

２）院内認定コース 

・研修の主な内容：ミドルレベル看護師を対象に、専門的領域のスキルアップを目指して年間 
を通じたコース研修を開講（全４コース：①リスク管理、②糖尿病、③褥瘡看護、④摂食嚥下

障害看護） 
 
 ・研修の期間・実施回数：令和６年６月～令和７年３月 

各コース１７～２５回（全８９回）の研修を開催 
 

・研修の参加人数：延べ３９９名が参加 
１６名がコース研修修了し、病院長より「院内認定看護師」の認定を受ける。 

 

 ３）院内認定フォローアップ研修 

 ・研修の期間・実施回数：院内認定コース修了者を対象にフォローアップ研修（全１６コース、 
上記４コースに加え⑤がん化学療法看護、⑥緩和ケア、⑦乳がん看護、⑧がん放射線療法看護、

⑨感染管理、⑩集中ケア、⑪新生児集中ケア、⑫脳卒中リハビリテーション看護、⑬手術看護、

⑭ＣＲＣ、⑮認知症看護、⑯エキスパート助産師）を年１回以上開催。 
研修回数は全３１回 

 
 ・研修の参加人数：延べ１６５名 
 

４）医療専門職部門キャリア形成支援研修会 

・研修の期間・実施回数：令和６年４月～令和７年３月 ・１２回 

・研修の参加人数：１８１人 



② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

１）退院支援看護師養成コース 

 ・研修の主な内容：入院時から退院支援を円滑に実施できる看護師を養成するためのコース研修

を開催 
 
 ・研修の期間・実施回数：令和６年７月～令和７年３月 研修回数は１７回 
 
 ・研修の参加人数：延べ１１０名。４名がコース研修を修了し、病院長より「退院支援看護師」 

の認定を受ける。 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

１）看護師特定行為研修（指定研修機関） 

・研修期間：令和６年４月～令和７年３月 

・研修の参加人数：徳島県内の急性期病院３施設（徳島県立中央病院、吉野川医療センター、田 
岡病院）、香川県の急性期病院１施設（香川大学医学部附属病院）より全５名の看護師を新たに 
受け入れ、５名が術中麻酔管理領域パッケージ、創傷管理コース、血糖管理コースをはじめと 
する全１５行為の研修を修了。令和５年度から研修を開始し、令和６年度も継続受講していた 
１名は、令和５年度に１行為、令和６年度に４行為、全５行為の研修を修了。 

 
  

２）医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床検査技師、診療放射線技師、理学療法士、 

歯科衛生士等の免許を有する者を徳島大学病院の当該部署において研修させる。 

 
 ・研修の期間・実施回数（延べ日数）・研修の参加人数 

   （医師）令和６年７月～令和６年１２月 ・１６日 ・２名 

   （准看護師）令和６年４月～令和７年３月 ・４９日 ・２名 

   （臨床検査技師）令和６年４月～令和７年３月 ・３９８日 ・１０名 

   （診療放射線技師）令和６年４月～令和７年３月 ・１２日 ・１名 

   （歯科衛生士）令和６年４月～令和７年３月 ・１２日 ・３名 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

 (様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 西良 浩一 

  管理担当者氏名 総務課長       兒玉 実和 
経理調達課長     原井 由美 
医事課長       安部 修司 
薬剤部長       石澤 啓介 
看護部長       上田 美香 
医療技術部長     中尾 隆之 
病院情報センター部長 若田 好史 
手術部長       滝沢 宏光 
放射線部長      原田 雅史 
ＭＥ管理センター長  大藤 純 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 文書ファイル又は電子
媒体で保管 
※診療録の病院外持ち
出しは認めていない 

各科診療日誌 各診療科（部） 
処方せん 病院情報システム 
手術記録 病院情報システム 
看護記録 病院情報システム 
検査所見記録 病院情報システム 
エックス線写真 病院情報システム 
紹介状 病院情報システム 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院情報システム 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 文書ファイルで保管 
高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課 
 

文書ファイルで保管 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医事課 
 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課 
文書ファイルで保管 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医事課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 
医事課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 
医事課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

ＭＥ管理センター 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

ＭＥ管理センター 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

ＭＥ管理センター 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

ＭＥ管理センター 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医事課 文書ファイルで保管 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医事課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医事課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医事課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 
医事課 

職員研修の実施状況 医事課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 
医事課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　０　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　０　　　　件

歯科医師 延　　　　０　　　　件

国 延　　　　０　　　　件

地方公共団体 延　　　　０　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　兒玉　実和

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧責任者氏名 　事務部長　浦田　明宏

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要

　　閲覧請求を申請する者は、事前に担当部署に申請を行う。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・総務課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

徳島大学病院（以下「本院」という。）の患者に対する使命は、患者の権利
を尊重し、安全で質の高い医療（最先端医療を含む）を提供することにある。
 そのためには、医療従事者の不断の努力が必要であるが、病院全体としても
組織的に取り組み推進することが不可欠である。 
 特に安全な医療の提供に関して、患者が安心して医療を受けることができる
環境を整えるよう本院全体で取り組むこととし、そのために必要な指針を次の
とおり定める。 
 

１ 用語の定義 
２ 安全管理に関する基本的考え方 
３ 医療に係る安全管理のための取組に関する基本的事項 
４ 医療に係る安全管理等のための職員研修に関する基本方針 
５ 医療上の事故等の報告に関する基本方針 
６ 医療上の事故等発生時の対応に関する基本方針 
７ 患者等からの相談及び苦情等への対応に関する基本方針 
８ 医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 

  ９ その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年１２回 
・ 活動の主な内容： 
リスクマネジメント委員会（毎月原則１回） 
１ 医療上の事故等防止のための安全管理の方策に関すること。 
２ 医療上の事故等発生時の対応に関すること。 
３ 高難度新規医療技術、未承認新規医薬品、未承認新規医療機器を用い 

た医療の提供に関すること。 
４ 医薬品及び医療機器の安全使用に関すること。 
５ その他医療上の事故等に関すること。 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年５回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

令和６年度 
第１回安全管理研修会「医療事故調査制度 

～10年を迎えた現況とご家族の声～」 
第２回安全管理研修会「除細動器の安全管理」 
第３回安全管理研修会 ｢医薬品の副作用報告制度と救済制度」 
第４回安全管理研修会「輸血療法の基礎と臨床 

～安全安心な輸血医療の提供を目指して～」 
第５回安全管理研修会「院内で知って欲しい歯科外来の安全管理」 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

事故報告に関しては、「徳島大学病院インシデント等発生時の報告に関する
取扱要項」を定め、「インシデント報告システム」により各部署から報告され
る。報告されたインシデントは、インシデントレポートや安全管理部員による
現場確認及び当事者等への事情聴取により確認され、安全管理部内に置かれた
分析班において、改善策を検討する。その後、これらの改善策をリスクマネジ
メント委員会で審議した上、リスクマネージャー連絡会で各部署へフィードバ
ックする。 

また、現場での状況等を確認する必要があると認められるインシデントにつ
いては、改めて検証班によるラウンドを行い、改善策を検討する。 

さらに、改善策の実施状況を把握する必要があると認められるインシデント
については、検証班からリスクマネージャー連絡会でのフィードバックを繰り
返し行う。（PDCA手法を取り入れている。） 

分析方法については、警鐘的な事例や、インシデントが多部署にわたる事例
、また、全国的に頻発している事例などを選び、１～２事例、SHELL分析にて毎
月分析をしている。 

 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

徳島大学病院（以下「本院」という。）の患者に対する使命は、患者の権利を尊重し、安全で質の
高い医療（最先端医療を含む）を提供することにある。 そのためには医療従事者の不断の努力が必
要であるが、病院全体としても組織的に取り組み推進することが不可欠である。 

特に安全な医療の提供に関して、患者が安心して医療を受けることができる環境を整えるよう本院
全体で取り組むこととし、そのために必要な指針を次のとおり定める。 
 

１ 用語の定義 
２ 安全管理に関する基本的考え方 
３ 医療に係る安全管理のための取組に関する基本的事項 
４ 医療に係る安全管理等のための職員研修に関する基本方針 
５ 医療上の事故等の報告に関する基本方針 
６ 医療上の事故等発生時の対応に関する基本方針 
７ 患者等からの相談及び苦情等への対応に関する基本方針 
８ 医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
９ その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 
※「医療に係る安全管理のための指針」及び「院内感染対策のための指針」として、「徳島大学病院
における医療に係る安全管理のための指針」を定めており、本指針において「安全管理等」の「等」
に院内感染予防を含むと定義している。 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１６回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 

１ 院内感染の予防及び対策に関すること。 
２ 院内感染防止の実施，監視及び指導に関すること。 
３ 院内感染発生時の措置に関すること。 
４ 職員の院内感染の教育に関すること。 
５ 感染制御部の運営に関すること。 
６ その他院内感染に関すること。 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年２回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 

第１回 ・抗菌薬適正使用について 
・「血液培養促進 in 2024」と「カテーテル関連血流感染予防策」について 
 

第２回 ・標準予防策・注意すべき感染症 
－インフルエンザ、COVID-19、感染性胃腸炎、マイコプラズマ肺炎－ 

・抗菌薬適正使用につなげる診断支援 
 

 

 

 

 



 
 
 

 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

１ 毎週１回、ICTラウンドを計画的に実施、改善点を部署にフィードバックし、更にICNラウンド

で確認している。 

２ 抗MRSA薬、カルバペネム系抗菌薬について届出制を実施し、適正使用について週１回程度検討

している。 

３ HIVチームカンファレンスを実施し、２ヶ月に１回開催しているHIV/エイズ小委員会で院内のH

IV症例の事例検討や検査結果の報告をしている。 

４ 職業感染対策として、全職員の抗体の有無を把握している。針刺し等防止対策としては、曝露

者の面接をすべての事例で行い、改善策を共に検討し、共有している。 

５ ICUでのBSIサーベイランス、食道手術のSSIサーベイランスを実施している。 

６ 教育体制として、 

①感染対策研修会  ②研修医研修  ③看護師研修（新人）  ④新規採用者研修 

⑤中途採用者研修（e-Learning）  ⑥育休復帰者研修  ⑦看護補助者研修 

⑧メディカルクラーク研修  ⑨清掃担当者研修 

に分けて計画している。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 3 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

○当院における医薬品安全管理体制について 
  ・医薬品安全管理責任者の配置 
  ・医薬品安全管理業務手順書 
  ・医薬品安全使用のための職員研修 
  ・未承認等の医薬品に関わる体制 

   ○処方、医薬品管理の注意点について 
    ・類似名称、外観類似医薬品の取り違い注意 
    ・麻薬、覚醒剤原料、向精神薬、毒薬、特定生物由来製品等の管理方法 
    ・ハイリスク薬について 
   ○医薬品安全性情報（緊急安全性情報、安全性速報）について 
   ○副作用報告制度について 

〇医薬品情報管理室からのDI情報等の提供について 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

病棟での与薬や薬剤管理など、医薬品に関わる業務の実施状況を確認し、その結果をフィー
ドバックすることで、業務改善に取り組んでいる。 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
【医薬品】エトポシド点滴静注液100mg 
【使用区分】禁忌・適応外使用 
【対象患者】悪性リンパ腫、縦隔原発大細胞型B細胞リンパ腫に罹患している妊婦 
【使用方法】 

リツキシマブ 375mg/m2 day1、 エトポシド 50mg/m2 day1-4、 ドキソルビシン 10mg/m2 day1-4、
  ビンクリスチン 0.4mg/m2 day1-4、 シクロホスファミド 750mg/m2 day5、 プレドニゾロン 

60mg/m2 day1-5 
 

【使用目的】 
縦隔原発大細胞型B細胞リンパ腫に対して、DA-EPOCH-R療法の有効性が報告されている。DA-EPOC

H-R療法は、妊娠17週以降に投与した場合、発育遅延、汎血球減少の危険性があり、エトポシドは
添付文書上禁忌である。本症例は妊娠16週に縦隔腫瘍が発見され、診断途中に心肺停止となるが蘇
生された。その後、R-CHOP療法1コースを施行するも再燃しており、母体の救命のためにはエトポ
シドを用いたがん薬物療法が必要である。有益性が危険性を上回ると判断される。 
 

【有害事象の把握方法】 
血液一般検査、凝固機能検査 

 



 
 
 

 
  
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
  全病棟に薬剤師を配置し、持参薬を含めた医薬品の管理体制を構築している。 
 

院内で発生した副作用やインシデント内容を週１回の薬剤部カンファレンスで薬剤部職員に 
周知している。 

   
医薬品を適応外使用する場合の院内規定を設けている。院内の適応外使用の状況を把握し、医薬
品安全管理責任者から安全管理部・リスクマネジメント委員会への報告、必要性等の確認、情報
共有及び診療科長等を介した必要な指導等を行う体制を構築している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 

   有・無 
 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年５２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
（１）新しい医療機器の導入時の研修について 
 
   ・使用した経験のない新しい医療機器を導入する際には、当該医療機器を使用する予定の医療

従事者に対する研修会を実施し、その記録を保存している。 
 
   ・令和６年度における新しい医療機器を導入する際に開催した研修会は、医療機器１９機種に 

対して、計２９回（参加人数：２５８名）実施した。 
 
（２）特定機能病院における医療機器研修（院内研修会）について 
 
   ・特定機能病院として、特に安全使用に際しての技術の習熟が必要と考えられる医療機器につ

いては、研修会を実施し、その記録を保存している。 
 
   ・令和６年度新規採用者オリエンテーション（対象：医師、看護師）にて、医療機器（輸液ポ

ンプ・シリンジポンプ）の研修会（開催回数：２回、参加人数：８２名）を実施し、正しい
操作方法を身に付け、インシデントを予防するためのポイントを学ぶことを目的に実技研修
も取り入れている。 

 
   ・各病棟（東病棟、西病棟、中央診療棟）、外来などの各部署から個別依頼された医療機器の

研修会は不定期（要望依頼時）に実施している。令和６年度は１３回開催し、１３４名に機
器の概要と適切な使用方法について説明している。 

 
   ・令和６年度に実施した特定保守管理装置の研修は除細動装置、人工呼吸器（ネーザルハイフ

ロー等含む）、人工心肺・補助循環装置（ECMO、IABP、Impella）血液浄化療装置、閉鎖式
保育器に関して計１０回（参加人数：１８１名）実施した。医療機器の研修会については、
臨床工学技士または医療機器製造販売メーカー担当者が医療機器の正しい操作方法、または
トラブルシューティングなどについて説明している。 

   ・医療機器安全研修会においては、除細動装置の安全管理に関して開催し、７２名が参加して
いる。 

 
（３）特定機能病院における医療機器研修（院外研修会）について 
   ・令和６年度における医療機器の研修（対象：臨床工学技士）では、院外研修会（開催方法：

WEB研修会、eラーニング）は計８回（参加７５名）であった。 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

主な医療機器（①人工心肺装置及び補助循環装置、②人工呼吸器、③血液浄化装置、④除細
動装置、⑤閉鎖式保育器、⑥Ｘ線ＣＴ装置、⑦診療用高エネルギー放射線発生装置、⑧診療用
放射線照射装置、⑨ＭＲＩ装置等）の保守点検に関する計画の策定及び、保守点検を実施して
いる。 

    具体的には、医療機器製造販売メーカーの指定期間（使用年数または使用時間）により、プ
リベンティブメンテナンスや機器のオーバー・ホールを各メーカーへ依頼し、実施している。 

 
 



 
 
 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 

使用事例なし 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
・医療機器の添付文書及び独立行政法人医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）の医療機器安全性情
報サービスに登録し、情報を収集している。また、直接、医療機器製造販売メーカーから不具合情
報や安全情報を得ている。収集した医療機器に関連した不具合情報や安全情報、情報の性質や内容
により異なるが、使用者（医療従事者）や内容が特定の部署に限定される場合には、個別必要部署
のみに周知し、多くのスタッフが知る必要がある場合には、安全管理部等を通じて院内に周知して
いる。 

 
 ・医療機関において安心・安全に電波を利用するための手引き（2021年7月30日改訂、電波環境協 

議会、総務省）を参考にして、令和3年12月より、各病棟等にて使用されている医用テレメータ 
（ベッドサイドモニター、送信機）のチャンネル管理及びゾーン管理ができる医療機器保守管理シス 

テムを新たに導入し、運用を開始している。 
また、当センターのスタッフが院内の電波コーディネータとして医用電波管理に携わっている。 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

平成２８年９月に「徳島大学病院における医療に関する安全管理規則」の改正を行い、平成２８年
１０月１日から医療安全管理責任者を配置し、医療安全管理担当の副病院長をもって充てている。 

また、同規則にて、医療安全管理責任者が安全管理部、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管
理責任者を統括する規定を定めている。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ ８名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

緊急安全性情報・安全性速報等の医薬品情報を収集及び整理し、医療スタッフへ情報提供でき

る体制を構築している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

薬剤部内に医薬品の安全管理を担う担当者（薬剤部安全管理担当者）を定めるとともに、未

承認等の医薬品に関する使用状況の把握、必要性等の確認、情報の共有および診療科長等を

介した必要な指導等を行う体制を整えている。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 、職種 薬剤師   ） 
 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：平成２８年９月に「徳島大学病院における医療に関する安全管理規則」の改正を行い、平成２８年 

１０月１日からインフォームドコンセント責任者を置き、インフォームドコンセントガイドライン 

の管理・周知徹底、適切な実施及び指導等の業務を行う規定を定めた。  

インフォームドコンセントガイドラインの主な内容  

１ 目的  

２ 対象  

３ 説明して同意を得る手順  

・誰が説明し、誰が立ち会うのか  

・どこで行うのか  

・記録と保管  

・説明と同意 

 



 
 
 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療録等の管理に関する責任者の選任にあたっては、徳島大学病院診療録管理規則により、本院の

医療支援センター長を診療録管理責任者として充てている。 

診療録管理責任者は、診療録の記載内容を確認し、診療録の適切な管理を行うものとしている。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（４）名、専任（１）名、兼任（７）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（０）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（０）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（０）名、兼任（０）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

（１）本院において発生した医療上の事故等の原因究明、調査、分析及び対策の検討並びに当該 

医療上の事故等の再発防止に関すること。  

（２）事故等に関する診療録及び看護記録等への記載が正確かつ十分になされていることの確認 

及び指導に関すること。 

(３) 患者及び家族への説明等事故発生時の対応状況についての確認及び指導に関すること。 

(４) 医療上の事故等の防止に関する教育及び研修の企画及び実施に関すること。 

(５) 医療上の事故等の防止に関する情報の収集及び提供に関すること。 

(６) 医療上の事故防止安全対策マニュアルの改訂に関すること。 

(７) インシデント報告の管理に関すること。 

(８) リスクマネジメント委員会で用いられる資料及び議事要録の作成及び保存、その他リスク 

マネジメント委員会の庶務に関すること。 

(９) 医療安全に係る連絡調整に関すること。 

(10) 医薬品の安全使用に係る連絡調整に関すること。 

(11) 医療機器の安全使用に係る連絡調整に関すること。 

 

・平時からのモニタリングの具体例： 

安全管理部看護師が質問内容を検討した上で、「安全確保状況報告書」として各所属から 1人ずつ

選出されたリスクマネージャーに回答を依頼し、集計結果をリスクマネージャー連絡会にてフィード

バックしている。 

また、分析班にて検討した対策についての対応状況についても、併せて回答を依頼している。 
 

・分析班にて対策を検討した主なインシデント 
（１）医薬品の過剰・過少投与 
（２）患者名、薬剤名の記載間違い 
（３）検体ラベル貼り間違い 
（４）アレルギー食の提供 

 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 



 
 
 

 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（１０件）、及び許可件数（１０件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

①高難度新規医療技術又は未承認新規医療機器を用いた医療の提供についての審査に関すること。 

②高難度新規医療技術等を用いた医療実施後の症例報告の検証に関すること。 
 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（１１件）、及び許可件数（９件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

①未承認新規医薬品を用いた医療の提供についての審査に関すること。 
②未承認新規医薬品を用いた医療の提供後の報告に関すること。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年２２２件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年９７件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

 全死亡事例を管理者へ報告しており、予期せぬものであったか、蘇生処置などの家族への説明、AI/

病理解剖の有無など、特記すべき事項について情報共有を行っている。また、重大と考えられる事例 

については症例検討を個別に行い、必要があれば管理者の判断のもと、医療事故調査・支援センター

へ報告し、院内事故調査委員会を立ち上げる。 



 
 
 

 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：京都府立医科大学）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：和歌山県立医科大学）・無） 

・技術的助言の実施状況 

【技術的助言】 

① 医療安全・有害事象の検討 

・入院中の死亡は完全に把握、分析できているが、転院後に死亡した事例把握が困難であり、診療科 

の報告に依存していた。転院後は、治療に起因した死亡かどうかの判断は困難になるため、診療科 

と密に連携をして、報告の重要性を共有していただきたい。 

 

② 医薬品・未承認新規医薬品等 

・体制として、未承認医薬品・適応外・禁忌の医薬品を管理する担当部門と申請内容を評価する評価 

委員会が分かれておらず、一体となっている。医療法にも記載されている通り、担当部門と評価委 

員会は別の組織とすることが望ましい（高難度新規医療技術の担当部門と評価委員会も同じ）。 

・レジメンに含まれる抗がん薬が適応外使用であった場合、未承認医薬品等担当部門ではなく、レジ 

メン管理委員会で審査されることになっている。その体制自体は問題ないが、説明文書で、適応外 

使用であることの説明（国内では承認されていない使用法であり、適応外使用にあたること、有効 

性は確証されていないこと、副作用被害救済制度が使用できない可能性があることなど）が記載さ 

れているか、未承認医薬品等担当部門あるいは IC評価委員会などが確認することが必要。 

 

③ 高難度新規医療技術 

・高難度に相当する技術である可能性があることを、当該診療科以外から担当部門に報告する仕組み 

がない点については、手術室、内視鏡室、カテーテル室といった各部門の看護師長等に協力を依頼 

し、報告いただける仕組みの構築を検討いただいてもいいのではないかと考える。 

 また、評価委員会のメンバーとして医療者のみではなく非医療者を含めることで、より患者目線か 

らの評価を行う体制を構築することも必要ではないかと考える。 

 

【実施状況】 

① 特に実施しているものはなし。 

② 担当部門と評価委員会の件については、組織改編を行い、別の組織となっている。 

レジメンの件については特に実施しているものはない。 

③特に実施しているものはない。 



 
 
 

 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

院内の患者相談は全て患者支援センターを窓口としており、患者から分かりやすい場所に立地して

いる。当該センターで受け付けた安全管理に係る相談は、その内容に応じて、医療安全管理部門など

適切な専門の担当部署に振り分け、患者支援センターの相談員と協働して相談に対応する。また、患

者相談の内容と対応状況は、患者支援センター内の会議（実務者会議）で報告され、必要と判断され

た場合は病院長へ報告するものとしている。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

現在行われている医療に係る安全管理及び医薬品等の安全使用のための研修において、必ず実施す

べき研修項目を追加する。また、e-learning を活用したテスト等により、学習効果測定を実施する。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

毎年、安全管理研修会を院内において実施し、管理者をはじめ、医療安全管理責任者、医薬品安全

管理責任者及び医療機器安全管理責任者が必ず受講している。 

また、令和６年度は管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責

任者が、それぞれ日本医療機能評価機構主催の特定機能病院管理者研修に参加した。 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

・ISO9001 

   一般社団法人日本能率協会審査登録センター 

   登録日：2002 年 12 月 18 日 

   登録有効期限：2026 年 12 月 17 日 

 



 
 
 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

  公表すべき事項は該当なし 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

  業務手順の見直し及び周知 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

  徳島大学病院長選考規則により、病院長は以下の要件を満たす者とされて

いる。 

  (1)医師法（昭和23年法津第201号）に基づき医師免許証を交付された医師 

   である者 

  (2)医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者 

  (3)病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者 

  なお、具体的事項は、徳島大学病院長選考委員会が策定した選考基準案に 

 基づき、大学役員会の儀を経て選考基準を決定し、公表する。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   Web上にて公表 

 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法：徳島大学、徳島大学病院のホームページにて公表 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

河野 文昭 徳島大学 〇 徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第１号に基

づき学長が指名する理事 

有・無 

松木 均 徳島大学  徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第１号に基

づき学長が指名する理事 

有・無 

西岡 安彦 徳島大学  徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第２号に基

づく役職指定（医学部長） 

 

有・無 



 
 
 

 
馬場 麻人 徳島大学  徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第３号に基

づく役職指定（歯学部長） 

有・無 

森 恭子 徳島県看護協会  徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第４号に基

づき学長が委嘱した学外有識者

（徳島県の看護について、豊富な

知見を有している） 

有・無 

齋藤 義郎 徳島県医師会  徳島大学病院長候補者選考委員

会規則第２条第１項第４号に基

づき学長が委嘱した学外有識者

（徳島県の保健、医療について、

豊富な経験と高い識見を有して

いる） 

有・無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

  徳島大学病院運営会議規則により、本院の管理運営に関する以下の事項を審議する。 

  (1)本院の運営方針に関すること (2)中期目標・中期計画等に関すること 

  (3)予算及び決算に関すること  (4)その他本院の管理運営に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

  審議の概要は、診療科連絡会において全部署のスタッフに周知が図られる。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

  Web上にて公表 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

西良 浩一 〇 医師 病院長 

原田 雅史  医師 副病院長（総務担当） 

滝沢 宏光  医師 副病院長（診療担当） 

川人 伸次  歯科医師 副病院長（歯科担当） 

髙木 康志  医師 副病院長 

（医療安全管理担当） 

上田 美香  看護師 副病院長 

（看護担当） 

脇野  修  医師 病院長補佐（キャリア

支援・地域連携担当） 

大藤  純  医師 病院長補佐 

（救急・災害・メディ

カルゾーン担当） 

池本 哲也  医師 病院長補佐（リスクマ

ネジメント・医療の質

担当） 

和泉 唯信  医師 病院長補佐（アカデミ

ア推進担当） 



 
 
 

 
田中 克哉  医師 病院長補佐（タスクシ

フト・タスクシェア担

当） 

沼田 周助  医師 病院長補佐（労働環境

・イノベーション担

当） 

髙山 哲治  医師 病院長補佐（経営戦略

・企画担当） 

若田 好史  医師 病院長補佐 

（医療ＤＸ担当） 

松香 芳三  歯科医師 病院長補佐 

（医歯連携担当） 

石澤 啓介  薬剤師 病院長補佐（医薬品安

全管理・研究支援担

当） 

中尾 隆之  技師 病院長補佐 

（医療支援担当） 

近藤  武  外部有識者 病院長補佐 

（経営担当） 

浦田 明宏  事務 病院長補佐 

（事務担当） 

松浦 哲也  医師 リハビリテーション

部 

上原 久典  医師 病理診断科 

坂東 良美  医師 病理診断科 

板垣 大雅  医師 ER・災害医療診療部 

徳永 卓哉  医師 地域外科診療部 

酒井 陽子  医師 麻酔科診療部 

早渕 康信  医師 地域小児科診療部 

酒井 紀典  医師 高度先進整形外科診

療部 

佐田 政隆  医師 内科（循環器内科） 

西岡 安彦  医師 内科（呼吸器・膠原病

内科） 

遠藤 逸朗  医師 内科（内分泌・代謝内

科） 

松岡 賢市  医師 内科（血液内科） 

秦  広樹  医師 外科（心臓血管外科） 

後藤 正和  医師 外科（食道・乳腺甲状

腺外科） 

古川 順也  医師 外科（泌尿器科） 

森根 裕二  医師 外科（消化器・移植外

科） 

石橋 広樹  医師 外科（小児外科・小児

内視鏡外科） 

三田村 佳典  医師 感覚・皮膚・運動機能

科（眼科） 



 
 
 

 
北村 嘉章  医師 感覚・皮膚・運動機能

科（耳鼻咽喉科・頭頸

部外科） 

久保 宜明  医師 感覚・皮膚・運動機能

科（皮膚科） 

橋本 一郎  医師 感覚・皮膚・運動機能

科（形成外科） 

漆原 真樹  医師 小児・周産・女性科（小

児科） 

岩佐  武  医師 小児・周産・女性科（産

科婦人科） 

生島 仁史  医師 放射線治療科 

保坂 啓一  歯科医師 歯科（むし歯科） 

湯本 浩通  歯科医師 歯科（歯周病科） 

渡邉  恵  歯科医師 歯科（そしゃく科） 

前田 直樹  歯科医師 歯科（歯科放射線科） 

田中 栄二  歯科医師 矯正歯科（矯正歯科） 

岩﨑 智憲  歯科医師 小児歯科（小児歯科） 

青田 桂子  歯科医師 歯科口腔外科（口腔内

科） 

栗尾 奈愛  歯科医師 歯科口腔外科（口腔外

科） 

三木 浩和  医師 輸血・細胞治療部 

北村 直也  歯科医師 総合歯科診療部 

加地  剛  医師 周産母子センター 

髙橋  章  医師 栄養部長 

竹谷  豊  教員 臨床食管理学 

奥田 紀久子  看護師 学校保健学 

片岡 宏介  歯科医師 口腔保健福祉学 

松久 宗英  医師 糖尿病臨床・研究開発

センター 

八木 秀介  医師 総合診療部 

細木 眞紀  歯科医師 歯科（かみあわせ補綴

科） 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
    Web上にて公表 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
   （徳島大学病院規則） 
    ・病院長は、本院の業務を統轄し、職員を監督するとともに、教育研究、診療及び経営に 
     従事し、かつ、管理運営をつかさどる。 
    ・病院長は、本院を代表し、その責任者となる。 
 
 
   （徳島大学病院の院内組織に関する内規） 
    ・各診療科に診療科長及び副診療科長を置く。 
    ・診療科長は、当該診療科を担当する教授、准教授又は講師のうちから病院長が任命する。 
    ・病院長は、前条の診療科長が次の各号のいずれかに該当する場合は、病院運営会議の儀を 
     経て、診療科長を解任することができる。 
      (1) 心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認められるとき。 
      (2) 職務上の義務違反があるとき。 

(3) その他診療科長たるに適しないと認めるとき。 
 
 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

   ・副病院長５名（総務、診療、歯科、医療安全管理、看護） 

   ・副病院長は、病院長の命を受けて、特定の事項を担当する。 

   ・病院長補佐１３名（キャリア支援・地域連携、救急・災害・メディカルゾーン、リスクマネ

ジメント・医療の質、アカデミア推進、タスクシフト・タスクシェア、労働環境・イノベー

ション、経営戦略・企画、医療DX、医歯連携、医薬品安全管理・研究支援、医療支援、経営

、事務） 

   ・病院長補佐は、病院長の職務を補佐する。 
 
 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
    管理者向けの研修に参加させている。 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

  次の事項を審議する。 

   １ 病院の医療安全に係る業務遂行の状況に対する監査に関すること。 

   ２ 安全管理状況及び改善状況に関すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：徳島大学、徳島大学病院のホームページにて公表 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

三宅 秀則 徳島市病院局 

・病院事業管

理者 

 

〇 
医療に係る安全 

管理に関する識

見を有するため 

有・無 １ 

柴谷  亮 柴谷法律事務

所・弁護士 

 法律に関する識

見を有するため 

有・無 １ 

上田 伊佐子 徳島文理大学 

保健福祉学部 

・教授 

 医療安全管理に

ついての知識を

有し、医療等の内

容及び説明並び

に同意文書が一

般的に理解でき

る内容であるか

等、医療を受ける

者の立場から意

見を述べること

ができる者（学識

経験を有する者） 

有・無 ２ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
   徳島大学監査室において、病院も含めた全学の業務方法書、規則等の整備状況及び実施状況、 
  中期計画に基づく組織及び制度全般の運営状況等について監査を行っている。 
   また、コンプライアンス事案を把握した場合は、「国立大学法人徳島大学におけるコンプライ

アンスの推進に関する規則」に基づき、調査を行う。なお、本規則に関する事務は、法人運営部
総務課において行う。 

 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   Web上にて公表 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
   開設者（学長）が議長を務める徳島大学経営協議会をもって充てることとし、病院長は陪席者

として参加し、病院の経営に関する事項について審議を行うこととしている。 
 
 ・ 会議体の実施状況（ ４回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（４回） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   Web上にて公表 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

植田 貴世子 株式会社クラッシー代表取締役  有・無 

北畑  洋 徳島県病院事業管理者  有・無 

後藤田 正純 徳島県知事  有・無 

長岡  奨 株式会社阿波銀行 

取締役会長 

 有・無 

中村 晃子 健祥会グループ常務理事  有・無 

結城 章夫 学校法人富沢学園理事長 

（元国立大学法人山形大学長） 

 有・無 

米田 豊彦 一般社団法人徳島新聞社 

相談役 

 有・無 

河村 保彦 学長 〇 有・無 

河野 文昭 理事（教育担当）・副学長  有・無 

松木  均 理事（研究担当）・副学長  有・無 

藤本 真路 理事（地域担当）・副学長  有・無 

田中 賢一 理事（財務担当）・副学長・ 

事務局長 

 有・無 

香美 祥二 理事（労務担当）・副学長  有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

  徳島大学のホームページにて周知、院内各部署に通知 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

1）病院ホームページ及びSNSへの掲載 

2）広報誌：①病院概要 

      ②徳大病院だより“いきいきらいふ”年４回発行（5,000部×4回） 

③徳大病院ニュース“SiDE YOU”年２回発行（7,000部×2回） 

3)市民公開講座（徳島大学病院フォーラム）年１回開催 

4)大学定例記者会見における発表 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

・がん診療連携センター 

 都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受け、複数の診療科と県内３ヶ所の地域がん診療連携

拠点病院及び他の様々な医療機関と連携して、県内のがんの診断・治療の向上のみならず、がん

医療の相談支援、情報提供、地域連携及び均てん化を図る中心的な役割を果たしている。 

 本センターは、がん研究・研修部門、がん登録部門、がん診療連携・相談部門、がん診療企画

部門、がん化学療法部門、がん緩和・こころのケア部門、がんゲノム医療部門の７つの部門から

構成されている。医師、看護師、薬剤師、技師、心理士、事務職員がそれぞれ高い志の下に連携

し、最新の診断・治療機器や高度な治療技術を駆使した横断的な医療の実践のみならず、看護、

研究、啓発、情報発信、人材育成まで含めた幅広い分野でがんと闘う組織を整備している。 

 

・医科と歯科の連携 

医科入院患者及びＩＣＵ患者、手術・放射線・化学療法前患者に対して口腔管理センター・口

腔内科が窓口となって口腔ケアを実施している。さらに、特定の診療科（精神科神経科、心臓血

管外科、消化器・移植外科）に特化した口腔ケア体制を構築している。 

 

・耳鼻科と歯科の連携 

摂食・嚥下リハビリテーションを必要とする入院患者に対して、リハビリテーション部医師、

耳鼻咽喉科・頭頸部外科医師、歯科医師、言語聴覚士が連携し、カンファレンスを継続して実施

している。また、診断の際に必要となるＶＥ（嚥下内視鏡検査）の診断について、耳鼻咽喉科・

頭頸部外科と協力して実施している。 

 

・形成外科と矯正歯科の連携 

 口蓋裂患者及び顎変形症患者のチーム診療を行うため、カンファレンスを定期的に実施し、口

蓋裂患者、顎変形症患者の口腔外科及び矯正歯科と形成外科・美容外科間の診療ネットワークを

構築している。 

 


